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東灘区と甲南病院
－これまで、これから－

2人に1人はがんに罹患し、3人に1人はがんで亡くなる時代です。そんな“がん”と戦うべく、甲
南病院には腫瘍・血液内科が新設されます。阪神間でも、腫瘍内科が独立した病院は少ないの
が現状です。専門性と確かなエビデンスに基づいた治療をめざし、患者様が、がんとうまく向
き合っていけるように、個々の病状・ライフスタイルに合わせた抗がん剤治療を提供します。

甲南病院に腫瘍・血液内科が新設！甲南病院に腫瘍・血液内科が新設！

探 し て み よ う！！

がんと戦う患者様をサポート 2019年1月2019年1月

道路全面開通！

2つの絵の中の違いを探してみてください。違いは6つあります。2つの絵の中の違いを探してみてください。違いは6つあります。

甲南通信
甲南病院／六甲アイランド甲南病院

『 地 域 の 皆 様 と 心 を 通 わ す 』
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両病院間には
直通バスを配備

六甲アイランド甲南病院

甲南病院

法人本部長  具　英成
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南病院は、御影の丘陵に1934年に開設されました。その後、84年に亘り地域の拠点病院として
皆様に愛され、親しまれてきました。現本館は木下益次郎氏の設計になります。その品格ある佇

まいは六甲の山々に調和し四季折々の姿を見せてくれます。しかし、何事にも永遠は無く、阪神間モダニ
ズムの代表建築とされる美しい建物も風雪に曝され、老朽化の宿命に抗うことは難しくなりました。この
歴史ある病院本館の建て替えについては日本建築学会から保存の要請を受けました。心苦しくも要請
にお応えするは能わず、当院が日進月歩の医療によって皆様のご期待に沿うには建て替えやむなしと
なった次第です。
　新たな門出を前に甲南病院の来し方を振り返ると幾度か経営破綻の危機がありました。その都度困
難を克服できたのは、一重に地域の皆様の応援と支援があってのことでした。しかし、今後も油断すれ
ばあっという間に崩壊、淘汰の危機に陥ることを心しなければなりません。また、将来にわたり当院が存
続するには過去の栄光やイマージュだけでは詮方ないことです。
　来る100年を目指し地域に冠たる基幹病院であるには、第一に医療の質を高め、医療安全により一層腐心する必要があります。とくに医療
安全、医療事故については最近、院内感染、誤診、画像所見の見落とし、抗癌剤の過量投与など慣れや心の緩みによる事例が相次いでいます。
これらは他山の石ではなく、自らの戒めとする姿勢が肝要です。第二に、心暖かい医療とは何か、いつも患者の気持ちに思いを致し、自分や家
族の身に置き換えて医療のあり方を問い続けることです。そして第三は、医療経済が逼迫する中で、職員一人一人が変革を厭わずそれぞれの
持ち場で経営基盤の強化に参加することです。患者の信頼と職員の誇り、良質な医療は健全な経営があってこそです。
　2018年、新病院の建屋が徐々に姿を現しています。この特集号では、ハード面の立ち上がりに加えて、病院の神髄とも言える医療チームが神
戸大学との連携により如何に構築されているか、その進捗を報告致します。今後も職員一同、現状に安住せず、心技一体の医療を皆様にお届
けする決意を新たにしています。変貌を続ける当院へ引き続きご期待、ご愛顧の程お願い申し上げます。

K20プロジェクト担当部長  大久保　進

「甲南病院  来し方 行く末」 ▶▶▶▶ 各代表からのごあいさつ

甲南通信 特集号に寄せて ー 2018年

　甲南病院グル－プは、東灘の山手に甲南病院、六甲アイランドに六甲アイランド甲南病院の二つの病
院を運営しております。甲南病院は昭和9年に、また六甲アイランド甲南病院は六甲アイランドの開島と
同時に平成4年に開院し、地域の皆様の健康を守るべく良質の医療を提供してまいりました。
　そして、今「平成」に次ぐ新しい時代にふさわしい病院建設に取り組んでおります。甲南病院は建替工事を行い、六甲アイランド甲南病院と
医療機能を再編し、4疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病）、母子周産期、救急、認知症、感覚運動器疾患（眼科、耳鼻咽喉科、整形外科）を

強化し、地域の基幹病院として急性期医療中心の病
院となります。また、アメニティ面では今まで患者様
にご不便をおかけしていた駐車場について、病院敷
地内に増設（160台）するとともに、一般財団法人住
吉学園様のご支援を得て病院隣接地院外にも増設
（第1～第5、病院用79台）いたします。
　一方、六甲アイランド甲南病院もリニューアル工事
を施し、回復期医療中心の医療機関として、術後の
リハビリテーションや回復期医療、健診・人間ドック
などの機能を保持し、新甲南病院との連携を密にし
て二つの病院を一体運営いたします。
　さらに両病院間には直通バスを配備し患者様の
利便性も高めてまいります。

新しい甲南病院グループの創成について エコヒューマンホスピタルの具現に向けて
法人本部管理本部長  岡﨑 信行

　我々竹中工務店は、一般財団法人 甲南会様、甲南病院様と病院創設当時から現在に至るま
で、良きパートナーとしてお仕えさせていただいております。今回のK20プロジェクトでもご拝命い
ただき、感謝の意に絶えません。丘陵地形、閑静な周辺環境、居ながら工事という超難工事では
ありますが、甲南病院様のこれからの100年の礎となる新しい病院を誠心誠意造って参ります。

㈱竹中工務店 建替工事作業所  作業所長  佐藤　誠

　甲南病院グループはこれまで培ってきた地域の主要大学や住民とのつながりを強化しながら、市民講座
や講演会などを積極的に開いています。昨年のがん治療学会に続き、今年は日本消化器病学会・JDDWと
甲南病院から講師を招き、御影公会堂で市民公開講座を開催いたしました。さらに地域の大学とは、東灘
次世代医療人材育成コンソーシアムを構築中です。これは甲南会が甲南女子大学、甲南大学、神戸薬科大学、東灘区役所とともに、それぞれの機
関の特色を最大限に活かして流動性を高めながら、病院、大学、行政が一体となって、優れた若手医療人材の育成と地域住民の健康増進に取り
組もうというものです。11月17日に、平生記念セミナーハウス（東灘区住吉本町）にて、設立総会及び記念講演を行い、活動をスタートいたします。

地域の大学との連携を活かし医療人材の育成、
地域住民の健康を守る取り組みについて 速水　光

法人本部
管理本部

甲南大学 学長
長坂 悦敬

甲南大学

甲南女子大学 学長
森田 勝昭

甲南女子大学

神戸薬科大学 学長
北河 修治

神戸薬科大学

● 高度急性期、一般急性期、
　緩和ケア等の診療・
　研究・研修

● 介護サービス、実施・研究・研修

甲南介護老人保健施設
甲南訪問看護ステーション
甲南居宅介護支援事業所

東灘区役所

東灘次世代医療人材育成コンソ－シアムの構成

六甲アイランド
甲南病院
● 回復期の診療・
　研究・研修

甲南病院

甲南会

　新病院建設（K20プロジェクト）に関わる設計、設備ならびに、竹中工務店など施工業者との調整を一手に担当し
ています。新病院でも桜並木をくぐり抜け、正面玄関を一歩入れば、市街地の喧騒を隔絶する癒しの空間が現出さ
れます。旧本館同様にレトロモダンな設計理念を踏襲し、患者さん、ご家族はもとより診療に関連する全ての方々を
温かく質実な医療を予感させる外来空間でお迎えします（図１）。そして何よりスタッフの真心がにじむ笑顔、紀伊半
島から明石、淡路まで一望出来る広 し々た空間で、患者さんの療養意欲や自然治癒力がさらに高められればと思
います（図２）。また新病院ではオープンエンドで気持ちの良い待合、丘陵、傾斜地を活
かし、どこからでも容易にアクセスできるパノラミックな屋上庭園、木々に囲まれた中庭
空間などを配置しました（図３）。これらの当院特有の独創性豊かな空間造りで診療前

の皆さんの不安が少しでも和らげばと期待します。また、阪神淡路大震災の経験を活かしたBCP対策も万全です。
高台メリットを最大化した“環境と人に優しい”「エコヒューマンホスピタル」の模範となるよう、スタッフ・工事関係者
とともに力を合わせて新病院建設に邁進しているところです。

（図1）（図1）
（図2）（図2）

（図3）（図3）

甲
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【外科・肝胆膵外科】

【消化器内科】

2017

2018

　血液内科の専門医である下山 学診療部長が着任さ
れ、血液内科が新設されました。
　新甲南病院では、クリーンルーム（無菌治療室）を備え
た病棟・外来化学療法室を完備し、悪性リンパ腫や血
液のガンに対して積極的に大量化学療法が行える施
設になる予定です。また、白血病に対する初期治療も体
制が整い次第、近隣の移植施設と連携をとりながら治療
を行っていきます。血液内科がある病院は少ないので今
後は地域の基幹病院としての役割を果たしていきます。

【血液内科】
　2018年9月に鈴木 加代医師が放射線科部長として着任され、
2019年秋には、センター長としてPETセンターを開設します。また同
じく、眼科も「アイセンター」となり診療体制がさらに強化されます。

【PETセンター・アイセンター】

　2015年4月、甲南病院に久保田 眞毅部長を中心とした緩和ケア病棟が開設され、3年を迎えようとしています。今後予想
される高齢化に伴い、これからの緩和医療を支える3名の新たな医師が着任されました。特に山口 崇部長は緩和ケア病棟
を、従来の“最期を迎える場所”という面だけでなく、病状評価・苦痛コントロール・在宅療養体制の調整等、よりアクティ
ブに患者さんとそのご家族をサポートする場として考えておられます。地域の先生方・医療機関と二人三脚の密な連携を
築き、東灘をより安心で充実した緩和医療圏にするべく尽力されています。

【緩和ケア内科】

　世界的に著明な、胸腹部IVR（画像支援治療）を専門と
する廣田 省三医師がIVRセンター長に着任されました。
　また、同じく神戸大学で研鑽を積んだ片山 直人医
師も4月にIVRセンターの医長として着任されていま
す。IVRは、画像を見ながら血管を通して治療を行う
低侵襲治療のひとつですが、高度な技術が求められま
す。2人の先生方が着任されて以降、IVR治療の件数
は格段に増加し、当院でもより安全な負担の少ない
治療の選択肢として提供できるようになっています。

【IVRセンター】

1月

9月
4月

4月

6月

甲南病院の軌跡

　神戸大学より具 英成院長（法人本部長）が就任されました。
　具院長が掲げる「心技一体」の志の元、医療の質の向上のた
め、新たに肝胆膵外科における高い技術を持った医師がさらに
3名、着任されています。千堂 宏義診療部長、後藤 直大部長、安
田 貴志部長です。
　具院長、千堂医師は、肝胆膵外科の『高度技能指導医』を、後
藤医師は『高度技能専門医』の資格を持つエキスパートです。先
生方により、肝胆膵外科高難度手術の件数が飛躍的に増加
しました。その功績が認められ、2018年6月、日本肝胆膵外科
学会より『高度技能専門医修練施設』に認定されました。

甲南病院 院長  具　英成

具  英成 院長（本部長）就任
IVRセンター設立

経口内視鏡的筋層
切開術（POEM）治療法を開始

緩和ケア医療の拡充

血液内科を新設 PETセンター・アイセンター、いよいよ開設へ

ＩＶＲセンター長  廣田 省三 ＩＶＲセンター 医長  片山 直人

糖尿病・内分泌科
医長
吉田 健一

糖尿病・内分泌科 医員
西山 美菜子

糖尿病・内分泌科 医員
苛原　彩

緩和ケア内科 部長
山口　崇

緩和ケア内科 部長
久保田 眞毅

血液内科 診療部長
下山　学

外科 診療部長
千堂 宏義

外科 部長
後藤 直大

外科 部長
安田 貴志

消化器内科 医長
河原 史明

　糖尿病・内分泌を専
門とする吉田 健一医
長が着任されました。
糖尿病診療においては、CSⅠⅠ（持続皮下インスリン注入療法）・CGM（持
続血糖測定器）・周術期および妊娠糖尿病の血糖管理等に積極的に取り
組んでいます。また、多職種スタッフが協力して、チーム医療として患者教
育・合併症対策に当たっております。甲状腺・副腎機能異常といった内
分泌疾患にも十分に対応できる体制を整えていっており、地域医療機
関からの依頼にも応え、情報交換・連携を深めるよう努めています。

　2017年9月に着任された河原 史明医長は食道アカラシアに対する経口内視鏡的筋層
切開術（POEM）を専門とし、甲南病院にその治療法を関西で2番目に導入しました。また、
消化管（食道・胃・大腸）の早期がんに対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）を積極的に取
り入れ、患者様にとって負担の少ない治療を提供しています。2018年4月にはウイルス性肝
炎や肝癌を専門とする南 晶洋部長、6月に炎症性腸疾患（IBD）の経験を積んでこられた松
浦 敬憲医長が着任され、さらに強化されました。甲南病院は、消化器系の主要学会の指導
認定施設であり、消化器病センターの設置及び各分野の専門医を配置することで、幅広い
疾患に対応しています。急性消化管出血に対しては、六甲アイランド甲南病院と合同で救急
オンコール体制を整え、24時間365日積極的に患者さまの受入れを行っています。

【糖尿病・内分泌】

内分泌疾患
診療の強化

放射線科
PETセンター長
鈴木 加代

新病院
へ

2019
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【産婦人科】

【消化器内科】
2016

2017

新病院
統合へ

2019

2018

　谷口 裕章医長、井澗 茎子医長の2名が着
任され、6名体制になりました。当院の小児科
は、開院以来、小児救急医療に積極的に取り
組んでいます。主に急性期疾患が中心ですが、
神経・腎臓などに関しても専門外来を開いて
おります。また、日本アレルギー協会専門医で
ある太田 國隆副院長が地域の医療機関との
連絡を密にとり、アレルギー医療の充実に努
めています。2018年4月には平瀬 敏志医長
が加わりさらに診療体制が強化されました。

【小児科】 【耳鼻咽喉科】

　本岡 康彦診療部長、堀 達雄医長の2名の着任により、診療内容
が強化され、手術・入院治療が可能となりました。脳神経外科領域
の治療は、大変繊細であり、特に脳血管の手術では熟練した技術
が必要です。『日本脳卒中外科学会技術指導医』の資格を持つ本
岡医師の指導の元、日々技術の向上に努めています。術後は、迅速
にリハビリテーション部やその他多くの専門スタッフと協力して、
1日も早い、患者様の社会復帰を目指しています。

【脳神経外科】

4月

4月
10月

4月

4月

六甲アイランド甲南病院の軌跡

　森田 宏紀副院長をはじめ、小島 伸恵医長、黄 豊羽医長、山崎 
友維医長の4名の医師が着任されたことにより、4年ぶりに分
娩・婦人科手術が再開され、徐々に分娩件数は増加してきてい
ます。山崎医師は、『産科婦人科内視鏡（腹腔鏡）技術認定医』の
資格を持つエキスパートであり、3D腹腔鏡システムの導入に
よって、患者さまの負担軽減を優先した低侵襲な治療を提供で
きるようになっています。
　2018年5月より、土曜日外来を開始することで、平日に受診
が難しい方のご要望にもお応えしています。

左から：小嶋 伸恵 医長、森田 宏紀 副院長、山崎 友維 医長、黄 豊羽 医長

病院産婦人科を開設

　15年ぶりの常勤医として、田中 浩之 診療部長が着
任されました。田中医師は、日本泌尿器科学会腹腔鏡
技術認定を受けたエキスパートであり、これまでに、
数多くの腹腔鏡手術やロボット支援（ダビンチ）手術の
技術習得を重ねてこられました。これに伴い、入院に
よる内視鏡を用いた検査・手術も可能となりました。
また、土曜日外来を開始することで、平日に受診の難
しい方にも対応しています。

【泌尿器科】

泌尿器科の開設

脳外科手術・診療が強化

耳鼻咽喉科手術を拡充

泌尿器科 部長  田中 浩之

副院長  清水 宏紀

小児科 医長
谷口 裕章

脳神経外科 医長
堀　達雄

脳神経外科 診療部長
本岡 康彦

　不整脈を専門とする清水 宏紀副院長、兵庫 聖大医長
の2名が新たに着任されました。これまで急性期から慢
性期に至るまで、幅広い心臓病の診断・治療を行ってき
ました。特に、急性心筋梗塞に対する緊急カテーテル治
療・急性心不全・ショック等の重症例に対しては24時間
体制で受入れを行っています。また、糖尿病、透析患者さ
まに対して、早期に足の虚血を発見し、症状のある方に
は積極的に血管内治療（EVT）を行っています。当院で
は、EVTを専門とする太田 総一郎部長が、虚血性の潰瘍
や壊死を合併した閉塞性動脈硬化症（ASO）の治療に取
り組み、下肢切断の回避に努めています。

　超音波内視鏡検査（EUS）の診断・治療に習熟した山中 広大医長が着任され、
消化器内科が新設されました。医療の進歩にもかかわらず、小さな膵がんの検出
が非常に難しいことが問題となっていますが、EUSの導入により、より正確に、胆
道・膵臓疾患の評価・治療を行える体制が整いました。また、EUSを用いた胆道ド
レナージも、症例を検討しながら患者様に提供できるようになってきています。

【循環器内科】

心臓カテーテル
チームの強化

耳鼻咽喉科 部長 兼
診療部長
後藤 友佳子

耳鼻咽喉科 医長
吉田 亜由

耳鼻咽喉科
医長
小池 雪絵

超音波内視鏡
検査（EUS）を導入！

消化器内科 医長
山中 広大

小児科 医長
平瀬 敏志

小児科 医長
井澗 茎子

小児救急の充実

　小池 雪絵医長の着任により、耳鼻咽喉・頭頸部の手術にも広く対応でき
るようになりました。その他に、首のしこりや嚥下障害も得意としていま
す。特に、女性ならではの細やかな対応と気配りで、お子様たちと向き合
い、小児期における言葉の発達の重要性を意識しながら、小さな変化も見
逃さないように診療を行っています。
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こんな症状にはこの検査!

▶めまい、ふらつき
　→頭部MRI／頚動脈超音波（エコー）

▶頭痛、手足のしびれ、脱力→頭部MRI

▶疲れやすい、足や体がむくむ
　→甲状腺ホルモン検査／腫瘍マーカー

▶咳や痰(血痰)が気になる
　→胸部CT／喀痰細胞診検査／
　　サイトケラチン19フラグメント精密検査
　  （シフラ）

▶胃の調子が悪い、ピロリ菌感染が心配
　→ヘリコバクター・ピロリ抗体精密検査

▶腸の調子が悪い、大腸がんが心配
　→大腸内視鏡検査

▶乳房、子宮など、婦人科系の病気（がんなど）が心配
　→婦人科検診／乳癌検査／CA15-3精密測定

▶とにかくがんが心配
　→PET検査（他の機関で実施）／腫瘍マーカー

▶肥満、メタボが心配
　→内臓脂肪面積測定／脈波伝播速度測定

▶心筋梗塞や脳卒中が気になる、血圧、
　コレステロールが心配→脈波伝播速度測定

▶20歳以降で骨折したことがある→骨密度測定

▶HIV感染が心配→HIV抗原・抗体検査

▶歯周病が心配→口腔内ケア

身体のことで気になる症状はありませんか？
ちょっとした変化を見過ごさず、
健診で早期発見！
元気に充実した毎日をこれからも

※一部のオプション検査は、別途検査日を調整させて頂きます。
※PET検査は、検査日を調整の上、外部施設にて実施いたします。
※骨密度測定は、他の検査と比べ結果の判定にお時間がかかります。

人間ドック受診後の診療は、
甲南会の3病院で対応させて頂きます。
　健診の結果、受診・検査が必要な場合は、「一般財団
法人甲南会」の3病院で、その専門領域において最適
な診療体制で診療させて頂きます。

13F（診察、身体測定、採血、
眼科、聴力、呼吸機能検査、
心電図、腹部超音波）
外来1F（胸部エックス線、胃
部検査）
※オプションによっては、午
後からの検査もあります。

TEL：078-858-1213
FAX：078-858-1214

（健診センター直通）

（健診センター直通）

①受付（問診表の確認、検便提出）
②ドック着に更衣　③検査実施

受付時間 9時～17時（土日祝除く）

　検査結果の発送については、担当医師による総合判
定・連絡事項を記入した「人間ドック成績表」を2～3
週間前後で郵送させて頂きます。
　また、健康診断の結果で、当院において受診・検査を
ご希望の方はご連絡下さい。初回受診日時等を調整
させて頂きます。他院にて受診・検査される方は画像
提供を有料で承ります。

検査結果の発送、
並びに再検査について

健診終了後は、お食事サービスをお楽しみ頂けます。
　人間ドック終了後は病院横のカフェ（Ric cafe）でお食事をお楽しみ頂けます。
　サンドウィッチやパスタ等の中からお好きなものをお召し上がりください。
また、オプションメニューとしまして、病院隣接のホテルプラザ神戸最上階の特別
メニューもご用意しております。どうぞご利用ください。

その他の健診について

●特定健診　●後期高齢者健康診査

●協会けんぽの生活習慣病
　予防健診（胃透視限定）

●医師会の健康診査　●企業健診

●個人健診
　（直近の受診可、当日結果お渡し可）

電話か FAXでお申し込み1

1週間から10日ほど前に到着予定

事前の準備物（問診表・検便キット）のお届け2

説明書をよくお読みになり、ご自宅で採取してください。

検便採取3

注意事項（絶食等）を守って頂き、検便を持参の上、
指定の時刻にお越しください。

検査当日4

▶ 日帰りドック検査項目

赤血球数、白血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリツト、
血小板数、MCV、MCH、MCHC

好中球、好酸球、好塩基球、単球、リンパ球

空腹時血糖、HbA1c

ナトリウム：Na、クロール：Cℓ、カリウム：K

血清鉄

総蛋白・アルブミン、A/G、AST・ALT、γ-GTP、ALP、
総ビリルビン、LDH、コリンエステラーゼ

総コレステロール、HDLコレステロール、LDLコレステロール、中性脂肪

尿素窒素、クレアチニン、尿酸

アミラーゼ

癌胎児性抗原（CEA）精密測定、CA19-9精密測定、
PSA精密測定（男性のみ）、CA125精密測定（女性のみ）

CRP、RF（リウマチ因子）、HCV抗体価精密、HBs抗原

TPHA試験（定性）

血
液
検
査

白血球

血液像

血糖

電解質

金属

肝機能

脂質

腎機能

膵臓

腫瘍
マーカー

炎症/自己抗体
肝炎

梅毒

血
液
学

生
化
学

免
疫
学

検査項目
計測（腹囲含む）、BMI、血圧

視力、眼圧、眼底

聴力

潜血反応（2回）

蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血、
尿比重、尿沈渣

肺気量分画測定、フローボリュームカーブ

心電図検査（12誘導）

腹部超音波

胸部X線（2方向）、
胃部X線直接撮影または胃内視鏡

診察等

眼科学的検査

耳鼻科学的検査

便検査

尿一般

呼吸機能検査

循環機能検査

超音波

画像診断
（X線、内視鏡）

検査項目

六甲アイランド甲南病院 健診センター一般財団法人 甲南会

神戸市東灘区向洋町中2-11  TEL：078-858-1213（直通）  FAX：078-858-1214（直通）
URL：http://www.kohnan.or.jp/rokko/index.html

人間ドックの流れ

　当健診センターでは、標準的な検査項目を網羅した『日帰りドック』に加え、ご高齢になるとともに検査しておきたい大腸内視鏡検
査を追加した『大腸ドック』、女性のための『レディースドック』、血管年齢や内臓脂肪が気になる方のための『メタボドック』を用意し
ております。6月からは土曜日の受診が可能となり、より豊富なコース設定でご要望に合わせた受診体系をお選び頂けます。また、
オプション検査項目も多様に展開しており、受診者の皆様のご希望で追加して頂くことができますのでお気軽にご相談ください。



街開きから30周年

（当社が建設、所有）

六甲アイランドシティに
三施設が誕生

RIC医療・介護ステーション（内科、薬局、GH等）
RICグランクオ－レ（サービス付高齢者向住宅）
RICアメリオ（健康増進施設） 

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町5丁目13番地
賃貸事業部 TEL：078-857-3777

住まい・医療・介護・生活支援が一体的に提供
地域包括ケアシステム

探してみよう！！のこたえ ①パンダの耳の色が左右逆  ②パンダの頭の上に乗せているタオルの柄  ③パンダのヒゲ  ④サルの耳  ⑤気球とロケット  ⑥ヨットの模様

〒651-0086 神戸市中央区磯上通 7-1-8
TEL：078-265-3314


